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電話　579-2132日本共産党羽村市委員会は、以上の報道をおこないました。

2011年たいへんお世話になりました。来年も
暮らし・人権・平和を守り頑張ります

―倉田まなぶ議員の質問
（１２月８日）から日本共産党

(問１)市が把握している羽村市内の放射線量で最高

値はどれくらいか？

市長　１１月２２日富士見公園体躯倉庫裏の集水枡、

地上５ｃｍでの毎時０．３７マイクロシーベルトであ

る。

(問２)小学校、保育園に放射線測定機を常備し、Ｐ

ＴＡや学校と協力して通学路など細かく測定をおこな

える体制を整えるべきではないか？また、公共施設の

ホットスポット調査をおこなうべきではないか？

市長　一時的に通行する通学路や施設については、現

時点では調査の対象としていない。

(問３)市民へ貸し出すための放射線測定器の台数を

増やすべきではないか？

市長　希望者が減少傾向にあり、現時点では貸出台数

を増やすことは考えていない。

(問４)市でおこなっている測定場所の位置について

詳しく公表すべきではないか？

市長　その位置がわかるよう、なるべく分かりやすい

形で公表していく。

(問５)小学校、保育園、学童クラブの雨どいの雨水

が溜まる集水枡の測定を徹底しておこなうべきではな

★次回の無料法律相談は１月

１３日(金)午後１時半から

です。電話でお申し込みくだ

さい。

・鈴木たくや080-1058-9450

・倉田まなぶ080-3460-0064　

１２月１０日　国民救援会の総会に出席す

る。布川事件（茨城県利根町）で、えん罪

が明らかになり、無罪をかちとったこと、また、現在でも、

新たなえん罪事件が生み出されているとの報告があった。権

力の犯罪を無くすために、息の長い熱意をもった運動が必要

だ。（鈴木）

１２月１６日　小作駅で「原発からの撤退を求める署名」に

取り組む。通りかかる若い人からの反応がとても良いと感じ

る。こうした声を集めて、原発のない社会をなんとしても作

って行きたい。（倉田）

羽村民報原稿　２０１１年１２月２０日

＜大見出し１＞
市が放射能除染マニュアルを策定

　羽村市は、放射線量が高い箇所を除染
するマニュアルを作成し、公表しました
。対象とするのは、地表から５ｃｍの位
置で毎時０．２３マイクロシーベルト以
上の値を示した場所で、土壌の除去、水
による洗浄などをおこない、除染した土
壌などは、土嚢（どのう）袋に入れて、
敷地内に埋設することを基本としていま
す。
　また、小中学校、保育園、公園などで
、ホットスポットになりやすいと思われ
る箇所の測定を順次おこなうことも明ら
かにしました。これまでおこなわれた羽
村市の測定でも、雨水などが集まる場所
で、毎時０．２３マイクロシーベルトを
越える場所が測定され、除染が実施され
ています。
　共産党羽村市議団は、除染マニュアル
の作成、線量が高い可能性がある場所の
測定を徹底することなどを要望していま
した。

＜大見出し２＞
１２月市議会　放射線から子どもを守る
徹底した対策を―倉田まなぶ議員の一般
質問（１２月８日）から

(１)倉田　市が把握している羽村市内の
放射線量で最高値はどれくらいか。
　　市長　１１月２２日富士見公園体躯
倉庫裏の集水枡、地上５ｃｍでの毎時０
．３７マイクロシーベルトである。
(２)倉田　小学校、保育園に放射線測定
機を常備し、ＰＴＡや学校と協力して通
学路など細かく測定をおこなえる体制を
整えるべきではないか。また、公共施設
のホットスポット調査などをおこなうべ
きではないか。
　　市長　一時的に通行する通学路や施
設については、現時点では調査の対象と
していない。
(３)倉田　市民へ貸し出すための放射線
測定器の台数を増やすべきではないか。
　　市長　希望者が減少傾向にあり、現
時点では貸出台数を増やすことは考えて
いない。
(４)倉田　市でおこなっている測定場所
の位置について詳しく公表すべきではな
いか。
　　市長　その位置がわかるよう、なる
べく分かりやすい形で公表していく。
(５)倉田　小学校、保育園、学童クラブ
の雨どいの雨水が溜まる集水枡の測定を
徹　底しておこなうべきではないか。
　　市長　１１月８日から１１月２８日
にかけて小中学校、公立保育園、学童ク
ラブ、公園などにおいて、雨水集水枡な
ど周辺より比較的高い値が検出されると
いわれてるポイントについて、放射線測
定を実施した。
(６)倉田　現在測定のおこなわれていな
い私立保育園・幼稚園などに測定器を貸
出　し、放射線量測定をおこない情報提
供していくよう促すべきではないか。
　　市長　今後もこれらの施設から、測
定器の貸出希望があった場合には、優先
的に貸し出しをおこなっていきたい。
(７)倉田　給食の放射性物質の調理前、
調理後の検査をおこなうべきではないか
。
　　市長　学校給食センターでは、検査
が行われた上で市場に流通している食材
を使用しており、調理前調理後にかかわ
らず放射性物質の検査を行う予定はない

倉田議員

再質問では「保育園などの測定時に省か
れている『子どもの近づかないような場
所』の測定を」「暫定基準値を毎時０．
１９マイクロシーベルトに引き下げるべ
き」「町内会館などの測定も責任をもっ
ておこなうべき」「市内全体の公園の遊
具下の測定を」などを求めました。
市の答弁は、市内全体の遊具下の測定の
実施や町内会館の測定についての検討を
約束しました。
　市民の方からは「子どもを守るために
できる限りのことをやっているが、一市
民としてなにかできることはないのか？
」「対応が遅すぎるのではないか？」な
ど多数のご意見が寄せられています。
　こうした声に応えて、さらに積極的に
、きめこまやかな測定とすみやかな情報
提供、除染などがおこなわれるよう、ひ
き続き取組みを続けていきます。

＜活動日誌＞
１２月１０日　国民救援会の総会に出席
する。布川事件（茨城県利根町）で、え
ん罪が明らかになり、無罪をかちとった
こと、また、現在でも、新たなえん罪事
件が生み出されているとの報告があった
。権力の犯罪を無くすために、息の長い
熱意をもった運動が必要だ。（鈴木）
１２月１６日　小作駅で「原発からの撤
退を求める署名」に取り組む。通りかか
る若い人からの反応がとても良いと感じ
る。こうした声を集めて、原発のない社
会をなんとしても作って行きたい。（倉
田）

◆紙面へのご意見、ご要望などぜひお寄せください。

（０８０－１０５８－９４５０鈴木まで）

１月　「新春の集い」

に多くのみなさんに

参加いただく。アコー

ディオンの音色にの

せて、政治良くしよう

との思い広がる。

３月　都知事選に小

池あきら前参院議員

が出馬。自粛ムードが

広がる中、東京を防災

都市、自然エネルギー

都市にしようと熱く

訴える。

７月　市内の公園な

どで放射線量測定を

始める。市に対しても

きめ細かな調査、除染

を申し入れる。

８月　羽村市への社会

保障の充実を求める交

渉に参加する。医療、介

護、保育、障害者福祉な

ど多岐にわたる要望を

伝える。

１１月　さよなら原発

パレードに参加。子ども

連れの若者からお年寄

りまで、原発のない社会

つくろうと賑やかに市

役所通りを歩く。

４月　市議会議員選

挙では、倉田、鈴木両

氏が当選。日焼けした

顔で、羽村駅で結果報

告をおこなう。

５月　住民の要望うけ街灯の交換

（左）、宮城県への復興ボランティア

（右、７月）など、新

議員団の活動始ま

る。

１月　「国民健康保険

税の値上げストップ」

を並木市長へ申し入

れる鈴木、倉田両氏。

４月からの値上げは

見送られることに。

３月　１１日の大震

災をうけて、さっそく

羽村駅前で義援募金

を募る。小学生からお

年寄りまで、多くの市

民から協力をいただ

く。

◆激動の１年間。日本共産党の活動を、写真とともに振り

返ってみました。

　４月に市議会に送っていただき、議員

として３回の定例会を無事終えることが

できました。みなさんの多大なご支援に 

大変感謝しております。 

　来年も精いっぱい頑張ります。ご指導

ご鞭撻どうぞ宜しくお願い致します。

　今年は震災、原発事故、選挙と大変

な年でした。社会も、政治も進むべき

方向が見通せない困難な時代、未来を

拓く活動を、ますます元気に取り組ん

でいきたいと思います。ひき続き、ご

支援よろしくお願いいたします。

倉田
まなぶ

鈴木
たくや

市議

市議

訂正 前号の文中、毎時0.37μSｖが測定されたのは、「富士見小学校体育倉庫
裏」でした。お詫びして訂正いたします。


